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【昨日の市況概要】 公示仲値 150.09

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 150.13 1.0842 162.74 1.2664 0.6528
SYD-NY High 150.57 1.0866 163.50 1.2706 0.6535
SYD-NY Low 149.84 1.0838 162.58 1.2657 0.6508
NY 5:00 PM 150.53 1.0856 163.39 1.2691 0.6509

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 38,989.83 ▲ 97.55 日本2年債 0.1700% ▲0.0100%

NASDAQ 16,207.51 ▲ 67.43 日本10年債 0.7100% 0.0000%

S&P 5,130.95 ▲ 6.13 米国2年債 4.6101% 0.0778%

日経平均 40,109.23 198.41 米国5年債 4.2087% 0.0471%

TOPIX 2,706.28 ▲ 3.14 米国10年債 4.2160% 0.0313%

ｼｶｺﾞ日経先物 40,105.00 ▲ 115.00 独10年債 2.3965% ▲0.0155%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,640.33 ▲ 42.17 英10年債 4.1195% 0.0055%

DAX 17,716.17 ▲ 18.90 豪10年債 4.1150% ▲0.0200%

ﾊﾝｾﾝ指数 16,595.97 6.53 USDJPY 1M Vol 7.61% ▲0.05% 　
上海総合 3,039.31 12.29 USDJPY 3M Vol 7.84% ▲0.07%

NY金 2,126.30 30.60 USDJPY 6M Vol 8.23% ▲0.04% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
WTI 78.74 ▲ 1.23 USDJPY 1M 25RR ▲1.53% Yen Call Over

CRB指数 277.29 0.18 EURJPY 3M Vol 7.40% ▲0.02%

ドルインデックス 103.83 ▲ 0.03 EURJPY 6M Vol 7.93% ▲0.04%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：野田・鈴木

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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海外市場のﾄﾞﾙ円は150円台前半でｽﾀｰﾄ。日経平均株価が４万円の大台を突破する展開を受け、円売りの流れが続き、
150.44ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。本日は材料が乏しい中、午前中は米金利の上昇を横目に、ﾄﾞﾙ円は底堅い推移となり、150.57ま
で上昇。午後はﾎﾞｽﾃｨｯｸ･ｱﾄﾗﾝﾀ連銀総裁の「利下げが連続したものになることは恐らくないだろう」等との発言が米金利
高基調を強め、高値の150.57まで迫るも、上抜け出来ず反落し、150.53ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。　一方、海外市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.08
台半ばでｽﾀｰﾄ。独金利の低下が重しとなり、1.0838まで低下。続いて発表されたﾕｰﾛ圏3月ｾﾝﾃｨｯｸｽ投資家信頼感指数
の予想より良好な内容を受け下げ渋り、その後1.0843ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。午前中は独金利が上昇幅を拡大させる動きに追
随し、1.0867まで値を上げる。午後は買い一巡となり、1.0850近辺まで小幅反落し、1.0856ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は150.13ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。先週末の冴えない米経済指標を背景にほどなくして149.84まで下落。その後は
日経平均株価が4万円の大台を上回る動きに円売り圧力が強まり、ﾄﾞﾙ円相場も150円台へ値を戻した。その後も底堅い
推移が続き、結局150.36ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､150.36ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡特段の材料がない中､方向感なく小幅に推移し､結局150.44ﾚﾍﾞﾙでNYに渡っ
た｡
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今週は中国全人代、米大統領選スーパーチューズデー、パウエル米FRB議長議会証言、ECB理事会、米雇用統計
と大きな材料が目白押し。ただ米国の利下げ時期の見極めという相場のテーマに変化はなく、これら材料をこなし
ながらも明確な方向感が生じるとは考えにくい。昨日の海外市場もこれら材料を控える中、小動きに終始した。4万
円台をつけた本邦株価の動向にも注意が必要。今週末のメジャーSQでの動向にも注目が集まる。今週の材料を
無難にこなせば、日銀の金融政策の行方に焦点が移るだろう。この意味でも本邦株価の動向に注意しつつ緩や
かな円高を視野に入れておきたい。

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

3月4日 18:30 欧 センティックス投資家信頼感 3月 -10.5 -10.6
【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回
3月5日 08:30 日 東京(CPI/コアCPI/コアコアCPI) 2月 2.5%/2.5%/3.1% 1.8%/1.8%/3.3%

10:45 中 Caixin中国PMIサービス業 1月 52.9 52.7
18:00 欧 サービス業PMI・確報 2月 50.0 50.0
19:00 欧 PPI(前月比/前年比) 1月 -0.1%/-8.1% -0.8%/-10.6%

3月6日 00:00 米 製造業受注(前月比) 1月 -3.0% 0.2%
00:00 米 製造業受注(除輸送) 1月 -0.1% 0.4%
00:00 米 ISM非製造業景況指数 2月 53.0 53.4


